
平成31年度（令和元年度）
全国学力・学習状況調査の調査結果の活用に
よる指導改善に向けた説明会

令和元年８月30日(金）
県立教育研究所



本日の内容

１．全国学力・学習状況調査の目的について

２．今後の全国学力･学習状況調査について
（１）結果提供の時期、調査実施日について

（２）調査結果を踏まえた各教育委員会・学校への支援等

（３）令和２年度全国学力・学習状況調査の概要

３．奈良県の調査結果とその特徴について
（１）全国学力・学習状況調査の内容

（２）教科に関する調査結果

（３）質問紙に関する調査結果

４．レーダーチャートについて

５．教育委員会や先生方にお願いしたいこと



全国学力・学習状況調査の実施

奈良県教育委員会



２．今後の全国学力･学習状況調査について



（１）結果提供の時期、調査実施日について

令和２年度は４月16日（木）に、
令和３年度は４月20日（火）に実施予定

奈良県教育委員会

昨年度から
提供日：７月中下旬
公表日：７月下旬

今年度以降
原則として火～木曜日のうち、４月18日に
最も近い日



学校における指導改善に資する資料の配布など
・全国学力・学習状況調査 報告書

調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に取り組む際に役立て
ることができるよう作成。

・全国学力・学習状況調査 授業アイディア例
課題が見られた事項について、授業の改善・充実を図る際の参考

となるよう、授業のアイディアの一例を示すものとして作成。
・説明会の開催等

国立教育政策研究所の学力調査官を派遣し、教育委員会や学校へ
の指導・助言を実施。
（国立教育政策研究所HP http://www/nier.go.jp/19chousakekkahoukoku/index.html）

・全国学力・学習状況調査 効果的な活用事例調査
各自治体・各学校における本調査の効果的な活用事例を把握する

とともに、好事例を広く共有するために実施。

小・中学校の教員を対象とした、調査結果を踏まえた学習指導の改善・
充実に向けた説明会の開催

期日：令和元年10月２４日（木） 場所：県立教育研究所

（２）調査結果を踏まえた各教育委員会・学校への支援等

奈良県教育委員会



1. 令和２年度調査について

（３）令和２年度全国学力・学習状況調査の概要

①本体調査

○実施日：令和２年４月16日（木）
○小学校、中学校ともに、国語、算数・数学の２教科＋質問紙調査（児童生徒・学校）

②経年変化分析のための調査

○実施日：令和２年５月11日（月）～６月30日（火）で抽出校が可能な日
○平成25年度、28年度に続く３回目の経年変化分析調査
○教科調査：
・小学校は国語、算数、中学校は国語、数学、英語（４技能）
・中学校英語「話すこと」調査はコンピュータやタブレット等の機器を活用した音声録音方式
・調査問題は非公表、国語、算数・数学は13種類、英語は２種類の問題冊子から１種類を調査
○質問紙調査
・中学校の英語実施校のみ、英語教科に関する生徒質問紙、学校質問紙を実施
○調査対象校（抽出）：国語、算数・数学、英語のいずれか１教科のみを実施
・国語、算数・数学：小学校510校（２万８千人）、中学校420校（４万５千人）
・英語（４技能） ：中学校150校（１万６千人）
○調査問題が非公表のため、問題冊子（調査プログラムを含む）や解答用紙等は調査後回収
児童生徒への個人票の提供はない

③保護者に関する調査

○平成25年度、29年度に続く、３回目の保護者調査で、経年と同時期に実施
○経年変化を受けた児童生徒の保護者を対象として、学校を通じて調査票を配布、回収



２. 例年からの変更点

（３）令和２年度全国学力・学習状況調査の概要

○小学校調査の解答用紙をB４からA４に変更
○本調査の資材配達日程は一律に前日とせず、令和２年４月13日（月）～15日（水）に各学校
に到着するよう変更

○教育委員会、学校への結果提供はWeb提供のみ（CD-ROM、DVD-ROMの廃止）

３. 平成29年度小学校調査と令和２年度中学校調査の調査結果の連携について

○平成29年度の実施要領において、「文部科学省は・・・学校間での情報共有を図った学校に
について、平成32年度の中学校調査の実施の際に生徒が平成29年度に受けた小学校調
査の個人票コードを回収することにより、同一児童生徒に関する小学校調査と中学校調査
の結果の関係についての分析を行い、関係教育委員会及び学校に対し、分析結果を提供
することとする」と規定

○既に、平成29年度の小学校調査の個人票を進学先の中学校に共有するなどして、本件に
備えており、データの提供を希望する教育委員会には、平成29年度小学校調査の結果と令
和２年度中学校調査の結果を連結したデータセットと集計・分析ツールを提供する予定。



３．奈良県の調査結果とその特徴について



奈良県教育委員会

平成31年度全国学力・学習状況調査の結果（教科）

○小学校においては、全国平均正答数を国語で0.５ポイント、算数で
０.１ポイント下回った。

○中学校においては、国語、数学、英語の全ての調査において、全国
平均正答数を0.1ポイント下回った。



奈良県教育委員会

（１）全国学力・学習状況調査の内容
平成31年度全国学力･学習状況
調査問題【小学校 国語】より
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○調べて分かった事実から、自分の考えを支えるものとしてふさわしいも
のを取り上げ、自分の考えとの関係を十分に捉えて書く。

○調べた目的と、調べた結果に基づく自分の考えとがずれることのないよ
う、自分の考えを確かめながら書く。



奈良県教育委員会

（１）全国学力・学習状況調査の内容
平成31年度全国学力･学習状況
調査問題【中学校 数学】より

正答率

（全
国）

35.6％

冷蔵庫Bと冷蔵庫Cについて、式やグラフを用いて、２つの総費用が等しくなる
使用年数を求める方法を説明する問題

○問題解決の構想や見通しを立て、
立てた構想や見通しと問題解決の
方法の説明について比較し、問題
解決の方法を説明する。



奈良県教育委員会

（１）全国学力・学習状況調査の内容
平成31年度全国学力･学習状況
調査問題【中学校 英語】より

【設問の趣旨】
与えられた情報に基づいて、３人称単数現在時制の肯定文を正確に書くことができるかを
みる。

正答率 54.3％

正答率 33.8％

○様々な個別の知識を活用して文を書く。
→授業において、コミュニケーションの目的や場面のある言語活動に
おいて、知識を活用して文を書くよう指導する。



奈良県教育委員会

（１）全国学力・学習状況調査の内容
平成31年度全国学力･学習状況
調査問題【中学校 英語】より

【設問の趣旨】
与えられたテーマについて考えを整理し、まとまりのある内容を話すことができるかどうかを
みる。

○与えられたテーマについて、まとまりのある内容を話す。
→授業において、コミュニケーションの目的や場面を意識した具体的な
課題を設定して英語で話すよう指導する。

正答率45.8％



奈良県教育委員会

（２）教科に関する調査結果

国語及び算数・数学の平均正答率の全国平均との差

奈良県の児童生徒の学力は、相対的に下降傾向にある。

小 学 校 中 学 校

※ 平成29年度以降、各都道府県の平均正答率が整数値で公表されるようになったため、
平成29年度以降の数値については±0.5ポイント程度の誤差があります。
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奈良県教育委員会

ア 学習意欲に関する状況（小学校）

（３）質問紙に関する調査結果

奈良県の児童の学習意欲は、わずかずつ上昇している。
また、全ての質問項目で、前回より肯定的な回答の割合が上昇
している。

学習意欲に関する各質問項目に
肯定的な回答をした児童の割合の推移

国 語 算 数

※ 平成30年度は、算数・数学の学習意欲のみ。
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奈良県教育委員会

ア 学習意欲に関する状況（中学校）

（３）質問紙に関する調査結果

奈良県の生徒の学習意欲は、わずかずつ上昇している。
また、全ての質問項目で、前回より肯定的な回答の割合が上昇している。

学習意欲に関する各質問項目に
肯定的な回答をした生徒の割合の推移

国 語 数 学

※ 平成30年度は、算数・数学の学習意欲のみ。
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奈良県教育委員会

イ 規範意識に関する状況

（３）質問紙に関する調査結果

奈良県の児童生徒は、規範意識に関する質問について、いずれも９割
以上が肯定的に回答している。

小 学 校 中 学 校

規範意識に関する各質問項目に
肯定的な回答をした児童生徒の割合の推移
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ウ 学習意欲と「学校が楽しい」

奈良県の結果と全国平均との差

奈良県教育委員会

（３）質問紙に関する調査結果

「学校が楽しい」と答えている児童生徒は、全国平均に比べて低い状況である。

小 学 校

中 学 校



ウ 学習意欲と「学校が楽しい」

【学校が楽しい】と【勉強が好き】のクロス集計結果

小 学 校

奈良県教育委員会

（３）質問紙に関する調査結果
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学校が楽しいと回答している児童ほど教科の勉強が好きと回答している。



ウ 学習意欲と「学校が楽しい」

【学校が楽しい】と【勉強が好き】のクロス集計結果

中 学 校

奈良県教育委員会

（３）質問紙に関する調査結果
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学校が楽しいと回答している生徒ほど教科の勉強が好きと回答している。



ウ 「教科の勉強が好き」と主体的な学び

【算数・数学の勉強が好き】と【主体的な学び】のクロス集計結果

奈良県教育委員会

（３）質問紙に関する調査結果

「算数・数学の勉強が好き」と答えている児童生徒ほど、「授業では、自分
で考え、自分から取り組んでいたと思う」について肯定的に回答している。
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ウ 「教科の勉強が好き」と対話的な学び

【国語の勉強が好き】と【対話的な学び】のクロス集計結果

奈良県教育委員会

（３）質問紙に関する調査結果

「国語の勉強が好き」と答えている児童生徒ほど、「話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていたと思う」につ
いて肯定的に回答している。
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「これまでに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から進んで取り組んで
いたと思いますか。」と各教科の平均正答率

「５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から進んで取り組んでいたと思う」

エ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況

学校での学習状況と平均正答率とのクロス集計結果

「１、２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から進んで取り組んでいたと思う」

奈良県教育委員会

「主体的に学習している」と回答した児童生徒ほど、各教科の平均正答率が高い。
→主体的な学習活動が有効である。

（３）質問紙に関する調査結果
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「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思います
か。」と各教科の平均正答率

「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の
考えを深めたり、広げたりすることができていたと思う」

学校での学習状況（指導状況）とクロス集計結果

「生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、広げたりすることができていたと思う」

エ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況

（３）質問紙に関する調査結果

「対話的な学習活動をしている」と回答した児童生徒ほど、各教科の平均正答率が高い。

→対話的な学習活動が有効である。
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奈良県教育委員会

◯無解答率について
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正答率（奈良県） 正答率（全国） 無解答率（奈良県） 無解答率（全国）

小学校国語について、後半の設問において、全国平均と比べて
無解答率が増えている。



奈良県教育委員会

◯無解答率について

〈解答時間は十分であったか〉（小学校国語）

11.9 15.2 50.2 21.0 

10.0 12.9 51.0 24.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

時間が余った ちょうどよかった やや足りなかった 全く足りなかった

３三

３四

各設問に無解答であった児童のうち、「解答時間が不足している」と回答
した児童が７割以上を占めている。



奈良県教育委員会

オ 学習習慣等に関する状況

（３）質問紙に関する調査結果

奈良県の児童生徒の学習時間について、全国平均との比較では、
「３時間以上」と「全くしない」と回答した児童生徒の割合が大きい。

授業時間以外での学習時間に関する質問項目における全国平均との比較

小 学 校 中 学 校

学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか
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奈良県教育委員会

オ 学習習慣等に関する状況

（３）質問紙に関する調査結果

奈良県の児童生徒の学習時間について、全国平均との比較では、
「読書を全くしない」と回答した児童生徒の割合が大きい。

授業時間以外での読書時間に関する質問項目における全国平均との比較

小 学 校 中 学 校

学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか
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「先生はよいところを認めてくれている」と肯定的に回答した児童生徒ほど
自己肯定感が高い。

カ 自己肯定感

奈良県教育委員会

（３）質問紙に関する調査結果
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「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う」と「自分にはよいところがあると思う」



キ 中学校英語について

学校における指導状況と生徒の受け止め

奈良県教育委員会

即興で自分の考えを英語で伝え合う言語活動や、聞いたり読んだりし
た内容について英語で書いてまとめたり自分の考えを書いたりする言
語活動を行っている生徒ほど、「英語の勉強が好き」と回答している。

（３）質問紙に関する調査結果
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英語の勉強が好き

生徒質問紙調査
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キ 中学校英語について

学校における指導状況

奈良県教育委員会

年間のうちのALTを活用した授業の頻度について、全国平均を下回る結果と
なっている。
また、「英語担当教師とALTとの間で、授業のねらいや生徒の実態等について

の共通認識をもって協力して授業を行っているか」との質問に肯定的に回答した
学校の割合は、７割を超えているものの全国平均より低い。

（３）質問紙に関する調査結果
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英語担当教師とALT（外国語指導助手）との間で、授業のねらいや活動の
意図、書く学級や一人一人の生徒の実態等について共通認識をもち、協
力して授業を行うことができていると思いますか

学校質問紙調査

年間の授業のうち、どのくらいの頻度でALT（外国語指導助手）
を活用した授業を行いましたか

学校質問紙調査
78.8



４．レーダーチャートについて



奈良県教育委員会

国語の正答率が8割以上、３割以下
算数・数学の正答率が８割以上、3割以下
書くこと、読むことに関する設問の正答率

小学校 中学校

管内の学校の状況を把握した上で、各学校に資料を提供していただきた
い。



奈良県教育委員会

１．国語の勉強が好き ～ １１．読書をする時間

小学校 中学校



奈良県教育委員会

１．学校のきまり(規則)を守る ～ ７．地域の行事に参加している

小学校 中学校



奈良県教育委員会

５．教育委員会や先生方にお願いしたいこと

１ 「学校に行くのは楽しいですか」等、学校適応に関する質問紙調査の結
果を児童生徒理解につなげ、必要な手立てを講じること。

２ 無解答から見られる個別の実態や全体の状況を把握・分析し、必要な
手立てを講じること。

３ 学力調査の結果を活用して、授業改善や指導改善に努めること。



39

報告書の活用

出題の趣旨

学習指導要領の学年・領域・内容

39

報告書や授業アイディア例を活用し、授業改善のヒントに！
「報告書」は、http://www.nier.go.jp/18chousakekkahoukoku/index.html
「授業アイディア例」は、http://www.nier.go.jp/jugyourei/index.htm からダウンロードできます。

奈良県教育委員会


